
東京電力ホールディングス株式会社

事故故障報告事象２件について
・１／２号機排気筒ドレンサンプピットの水位低下事象
・６号機ＲＨＲポンプ吸込弁駆動部破損事象

2019年12月16日

特定原子力施設監視・評価検討会
（第７７回）
資料１－２



１．１／２号機排気筒ドレンサンプピットの水位低下事象

２．６号機ＲＨＲポンプ吸込弁駆動部破損事象
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11/26に、１／２号機排気筒ドレンサンプピット（以下：ピット）の水位のトレンドデータ
を確認したところ、移送ポンプが起動しないにもかかわらず、水位が低下する事象を確認し
た。（通常は1回／日の水位確認の運用）

その後、過去に遡ってトレンドデータを確認したところ、10/12の台風19号以降当該事象が
見られることがわかった（11/27）。

低下した水位の合計値とピット面積（1m2）から、当該ピットから流出した可能性がある水
の量は約370L、総放射能量はガンマ核種で8.3✕109Bq、全ベータ核種で7.4✕109Bqと推定。

本件について11/28の10時30分に、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保
安及び特定核燃料物質の防護に関する規則第18条第12号「発電用原子炉施設の故障その他の
不測の事態が生じたことにより、核燃料物質等（気体状のものを除く）が管理区域内で漏え
いしたとき」に該当すると判断した※。

１．１ １／２号機排気筒ドレンサンプピットの水位低下事象

TP.8.5m

深さ1m

※「東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則第18条の運用につ
いて（訓令）」での軽微な漏えいの目安は、総放射能量としてガンマ線放出核種で1.0✕108Bq、全ベータ放射能量でガ
ンマ線源の100倍（1.0✕1010Bq）であり、本件はガンマ核種で目安を超えたものと判断。

1/2号機排気筒

1/2号機排気筒
ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾋﾟｯﾄ
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１．２ 水位データ（2019年10月、11月）

10/12
台風19号

降雨による水位上昇後
375mm程度で維持

移送ポンプ起動しないにも
関わらず水位低下

325mmまで水位低下が比較的顕著

急激で直線的な水位低下は
移送ポンプ起動によるもの

移送ポンプ起動
による水位低下

①
②

③-2
③-1

③-7

③-3
③-4

③-5

③-6

③-8

①移送ポンプでの移送により水位低下

（移送先のバッファタンクの水位上昇）

②降雨により水位上昇後、雨が止み375mmで水位が維持

③-1～8 移送ポンプが起動していないにも関わらず水位が低下

（移送先のバッファタンクの水位の変化なし）

2019年11月度 1/2号機排気筒ドレンサンプピット水位変動

2019年10月度 1/2号機排気筒ドレンサンプピット水位変動
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１．３ 周辺の状況（サブドレンピット）

206
（ピットから約25m）

207（ピットから約45m）排気筒ドレンサンプピット

放射能濃度の傾向は、2019年10月
前後で変わらない。

Ｂｑ／Ｌ

Ｂｑ／Ｌ
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１．４ 周辺の状況（K排水路）

＜Ｋ排水路＞降雨時に上昇する傾向は、2019年10月前後で変わらない。
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１．５ 周辺の状況（港湾）

＜港湾内エリア＞降雨時に上昇する傾向は、2019年10月前後で変わらない。

0.1

1

10

100

1000

15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8 19/12/6

港湾内の海水の濃度推移（Cs-137）

物揚場
Cs-137

６号機取水口前
Cs-137

港湾内北側
Cs-137

港湾内西側
Cs-137

港湾内東側
Cs-137

港湾内東側

Cs-137 ND値
港湾内南側
Cs-137

港湾口
Cs-137

港湾口

Cs-137 ND値

Bq/L

海底土被覆工事

2014/6/30～2015/4/23

Cs-137

告示濃度

90Bq/L

注： 2015/9/16以降、検出限界値を見直し（1.5→0.7Bq/L）。

港湾口が検出限界値未満の場合は △ で示す。（検出限界値は物揚場、６号機取水口前も同等）

港湾内北側・西側・東側・南側について2016/6/1以降、検出限界値を見直し（0.7→0.4Bq/L）。検出限界値未満の場合は □ で示す。

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22
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１．６ ピットと建屋の関係

※11月26日24：00時点
2号機R/B水位 T.P.-843mm （ＨＰＣＩ室） 2号機RW/B水位 T.P.-1047mm

１/２号機排気筒

１号機原子炉建屋 ２号機原子炉建屋

１/２号機排気筒ドレンサンプ位置図

SGTS配管

N S

１/２号機排気筒ドレンサンプ周辺概要

1/2号機排気筒ドレンサンプピット

ドレンサンプピットカバー
SGTS配管

1000mm

T.P. 8.5m

約9550mm
約9340mm

2号機原子
炉建屋

2号機廃棄
物処理建屋

１/２号機排気筒

ドレンサンプ
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１．７ 今後の対応（当該ピット）

応急的な対策：ピットからの流出の可能性を踏まえた影響緩和対策

水位低下が緩やかとなる325mm以下での水位管理

（現状）340mm起動、320mm停止（吸込下限値）に変更※済み
※変更前：400mm起動、330mm停止

（今後）吸込下限を低くなるよう吸込み管を交換（次頁参照）
→325mm以下での水位管理を行う

以下の通り可能な限りの対応を実施していく。

恒久的な対策：ピットへの雨水の流入の防止対策

排気筒解体作業を進め、排気筒上部に蓋を設置する。

並行して、ピットを使用しない抜本的な対策を検討する。



１．８ 水位管理の変更（案）

9

移送ポンプ

水位計
（フロート）

1/2号機排気筒ドレンサンプピット

雨水流入配管

1000

200～
250

移送ポンプ

水位計
（フロート）

1/2号機排気筒ドレンサンプピット

雨水流入配管

1000

200～
250

320

現状

250

変更後

数字の単位はmm（ピット床面からの値）

750

260

吸込み管 吸込み管

吸込下限値を320mmから260mmまで下げる。

水位管理を325mm以下で管理可能。

また、吸込下限値を250mm以上とすることで、雨水流入配管の水封を維持※

※排気筒と繋がっているため、万が一ピット内のダストが上昇しても、
ダストが排気筒に流れ込み、上部から拡散しないよう水封をしている。

250

750



１．９ 吸込み管交換作業イメージ
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重機（クレーン）にてド
レンサンプピットカバー
を取り外す。

ホース内をエアブローし
て、残水をピット内へ排
出する。

治具※を使い、吸込み管
＋ホースを引き上げる

治具の先端に袋を取付け、
吸込み管部分を収納する

新品の吸込み管＋ホース
を治具にて取り付ける

※

最大 約3m

想定被ばく量：0.6mSｖ／人・最大※

※被ばく低減対策

直接、人が作業をすることで、ロボットによる遠隔操作
に比べ、短時間で作業が可能（約1mSv／１人あたりの
低減）

作業の条件で、雰囲気線量が10mSv/hの場所より距離を
とる。

近傍での作業時間を管理（最大３分／人）

過去に排水設備を設置した際は、ピット上部の穴開け加
工・水位計交換等があり、遠隔操作にて実施



１．１０ 吸込み管交換工程（案）
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12月 1月 2月 3月

応急的対策

恒久的対策

吸込み管製作

吸込み管交換

西側道路へのクレーン設置
のためのエリア調整要

その他ホース類取替

ピットを使用しない方法の検討（継続）
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１．１１ 周辺線量

×：空間線量当量率[mSv/h]

：表面線量当量率[mSv/h]

2019.12.9測定
３．５

３．２
４．２

４．４ ４．７

×８．０

ドレンサンプピットカバー外側

①

７２ １００ １３０×３０

×３４

ドレンサンプピットカバー内側（ピット上部） 排気筒北側配管下部

② ③

N

①

② ③ 測定器
ホットスポットモニター

（テレテクター）

ドレンサンプピットカバー内部（ピット上部）で30mSv/h以上の高い線量が確認された。
また排気筒北側の配管下部で100mSv/h以上の高い線量が確認された。

1/2号機排気筒
ドレンサンプピット

GL約1.6m

GL約2.4m

GL約0.5m

GL約0.5m

GL約1.0m
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１．１２ 今後の対応（水平展開）

４号機復水貯蔵タンクの水位低下を受けた水平展開では、「屋外のタンク」に絞って対策を実施
しており、１／２号機排気筒ドレンサンプピットは対象外としていた。
溜まり水については、これまでも優先順位を付けて水抜きを行っているが、今回の事象を踏まえ、
ピット、トレンチ等の類似箇所について、以下の通り対策の検討を行っていく。

【ピットに対する水平展開】
類似箇所の内、内包する水の放射能濃度が１×103Bq/L※1を超えるものを対象に、 汚染の供
給源の有無、放射性物質の量、管理状態、周辺線量率等を踏まえ、追加対策の検討を行う。
スクリーニングの結果、現状、3 ／ 4号機排気筒ドレンサンプピットが対象として抽出された。
なお、監視頻度、管理方法については、必要に応じて見直しを行う。

※1 K排水路の水の放射能濃度が102～103Bq/L（Cs-137）程度であることから、フォールアウトの影響より放射能濃度
が高いものを対象とする。

【トレンチに対する水平展開】
放射能濃度の高いものから順次トレンチの閉塞作業を行っており、現状の対策を継続する。
なお、監視頻度、管理方法等については、必要に応じて見直しを行う。



14

（参考）３／４号機排気筒ドレンサンプピットの状況

N ピット断面

T.P. 8.5m

T.P. 4.5m

水深約1800mm
（約1800L）

ピット

Cs134:2.4✕102

Cs137:1.1✕103

2016.3.17

３，４号機周辺での特異なデータはこれまで確認されていない。

（Bq/L）
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※1 くみ上げ量：前日11:00～翌日11:00(24時間データ使用)
※2 日降雨量/平均水位：前日0:00～翌日０:00(24時間データ使用)
※3 台風19号対(10/12～15)に全ピットＬ値をT.P.1400mm以上に変更
※4 LCO逸脱による全ピット停止(10/28)、順次再稼働(10/29-31) 
※5 No.201,202 ポンプ交換による停止 (11/26-29)

SD中継タンクNo.2系統 SD中継タンクNo.3系統

中継No.2系統 平均水位
中継No.2系統 汲み上げ量

中継No.3系統 平均水位
中継No.3系統 汲み上げ量

(参考）SD中継タンクNo.2・３くみ上げ量と平均水位

※3
※4

※3
※4

※5

1/2号機排気筒周辺のサブドレンのくみ上げ量は、降雨に
よる増加、汲み上げ水位の変更などの変動は確認されるが
12月初旬の時点で台風前のくみ上げ量、水位相当まで戻
っている。

1/2号機排気筒ドレンサンプピット



(参考）トリチウム（H-3）濃度と地下水位の経時変化
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北側 南側
2019/2/6地改良完了

（凡例） SD207 L値 ◇ SD207 H3濃度

（凡例） SD208 L値 ◇ SD208 H3濃度

地盤改良が完了以降は、サブドレンの水位を段階的に低下させており、台風19号に備えて一時的に設定水位
を上げて運用していたが、現時点の設定水位はSD205,208を除き周辺サブドレンと同等である。
特に地盤改良内側にあるSD206においては、水位低下に伴うH-3濃度の上昇が確認されているが、SD207で
は顕著なH-3濃度の上昇は確認されていない。
地盤改良外側のSD205,208では若干のH-3濃度の上昇が確認されているが，集水タンクのH-3濃度は安定し
ており，運用できている。
なお、10月の大雨時において、H-3濃度に殆ど変動は認められていない。

1/2号機排気筒解体工事に伴い汲
み上げを停止（2019/7/6～）

※水質分析も停止

2018/11/6地盤改良完了

（凡例） SD206 L値 △ SD206 H3濃度

（凡例） SD205 L値 △ SD205 H3濃度

2019/10/12
台風19号

2019/10/12
台風19号



（参考）全β濃度と地下水位の経時変化
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北側 南側
（凡例） SD206 L値 △ SD206 全β濃度 （凡例） SD207 L値 ◇ SD207 全β濃度

（凡例） SD205 L値 △ SD205 全β濃度 （凡例） SD208 L値 ◇ SD208 全β濃度

全β濃度については、SD206において数百Bq/L程度が確認されているが、それ以外のサブドレンピットでは
NDか、これと同等の値で推移してきている。
また、SD206では10月の豪雨後に700Bq/L程度に上昇が確認されているが､その後、速やかに上昇前の数値
に戻っている。

1/2号機排気筒解体工事に伴い汲
み上げを停止（2019/7/6～）

※水質分析も停止

2019/10/12
台風19号

2019/10/12
台風19号

2019/2/6地改良完了 2018/11/6地盤改良完了

全
β
濃

度
[B

q
/L

]

全
β
濃

度
[B

q
/L

]
全

β
濃

度
[B

q
/L

]

全
β
濃

度
[B

q
/L

]



(参考）1/2号機排気筒周辺のトリチウム濃度上昇に係る対策の経緯
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サブドレンの設定水位を段階的に下げて運用してきたところ、2018年3月頃から山側サブドレンの一部につ
いて告示濃度限度（6.0✕104Bq/L）未満であるが、稼働抑制が必要なトリチウム濃度の上昇が確認された。
1/2号機排気筒を介して地盤へ浸透した雨水がサブドレンによる地下水位低下により移流・拡散したものと

推定し（1/2号機排気筒ドレンサンプピットの溢水防止対策は2016年9月に完了）、更なる移流・拡散抑制
対策として、濃度が上昇したサブドレンの設定水位を高くする運用を行うとともに、1/2号機排気筒周辺の
水ガラスによる地盤改良を実施し、2019年2月に完了した。
その後、サブドレン水質を監視を継続しており、排気筒解体工事の干渉により稼働を停止していたSD208を
再稼働（12/6~）したところである。

トリチウム濃度 [Bq/L]（告示濃度限度 6.0✕104Bq/L）
●：<1✕103 ●：1✕103～5✕103

●：5✕103～1✕104 ●：1✕104～1.5✕104

●：>1.5✕104

※増強206,207についてはピット切り替え前

206

204

203

8

9

208

17

18

19

20

陸側遮水壁

K排水路

ドレンサンプピット

2R/B

1R/B
1Rw/B

2Rw/B

FSTR15

16

SFP循環冷却設備

増強206

207

20

増強207

205

※2018のサンプリングデータ（最大値）
【凡例】

φ1000ピット，●φ200ピット

閉塞ピット， 未復旧ピット

観測井・リチャージ井

地盤改良範囲(Ⅰ期工事；実施済み）

地盤改良範囲（Ⅱ期工事；必要に応じて実施予定）

地盤改良工事前の設定水位

地盤改良

現状の設定水位

サブドレンの設定水位（12/5時点）

T.P.400mm

T.P.2,000mm

T.P.1,000mm

T.P.3,000mm

T.P.5,000mm

T.P.4,000mm

T.P.6,000mm

T.P.550mm T.P.550mm

T.P.1,000mm
SD205 SD206

SD208
SD9 SD8 SD204

1,000mm
SD19SD18SD203

18/11/16完了19/2/6完了

T.P.400mm

T.P. 0mmSD207



４号機復水貯蔵タンクの水位低下について

2019/1/31

東京電力ホールディングス株式会社
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廃炉・汚染水対策チーム会合 第62回事務局会議（2019.1.31） 資料抜粋



福島第一原子力発電所
４号機復水貯蔵タンクの水位低下について

４号機復水貯蔵タンク（ＣＳＴ）の水位*が低下傾向（ 80.5%→67.7% ）にあ
ることを、2019年1月18日に確認した。（ 2016年11月頃から徐々に低下傾向
を示しており、1月18日時点で低下量は約300m3）
＊４号機ＣＳＴに保管している水は、震災以前のプラント内で使用した水であり、

原子炉水等に存在するトリチウムが1.2×105Bq/L程度（他核種は検出限界値
未満）含まれている。

低下傾向にあることを確認した経緯は、以下のとおり。
• 2019年１月10日にトレンチ等の溜まり水点検を行ったところ、４号機タービ

ン建屋海側にある配管ダクト内に約3m3の溜まり水があることを確認した。
（当該配管ダクトについては、2017年11月に約5m3の溜まり水が確認されて
おり、その水については移送済み。）

• 当該配管ダクト内に溜まり水があった要因として周辺設備の調査を行っている
中で、ＣＳＴ水位が低下傾向にあることを確認した。

４号機ＣＳＴは２重構造で、タンクからの配管は４号機建屋のみに繋がっており、
2019年1月22日に現場状況を確認した結果、４号機ＣＳＴや配管からの漏えい
は確認されなかったことから、４号機ＣＳＴの水は配管内を通じて建屋内に流入
したものと考えている。
また、４号機ＣＳＴの水位が低下傾向にあることが確認された2016年11月以降
に採取した近傍サブドレンピットの水において、トリチウム濃度に有意な変動は
確認されていない。
当該配管ダクト内にある溜まり水の調査、およびＣＳＴの水抜きについて検討し
ていく。 20 1



４号機ＣＳＴの状況

４号機
タービン建屋

３号機
タービン建屋

４号機ＣＳＴ

配管（黒線）

配管ダクト（緑）

４号機ＣＳＴ近傍断面図

①配管ダクト内の状況 ②4号機ＣＳＴ外観

３m3の溜まり水（トリチウム）
・4.1×104Bq/L（2019年1月10日採取分）
・4.6×104Bq/L（2019年1月22日採取分）

３，４号機概要

各系統へ

４号機
タービン建屋

各系統へ

タンク基礎

①配管ダクト

②４号機ＣＳＴ ＣＳＴ水：
トリチウム
1.2×105Bq/L

（2011年1月4  
日採取分）
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１．１／２号機排気筒ドレンサンプピットの水位低下事象

２．６号機ＲＨＲポンプ吸込弁駆動部破損事象
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２．１ 経緯
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6号機残留熱除去系(以下,RHR系)ポンプ（Ｂ）圧力抑制室吸込弁にシートリークが確認され
たことから，11月19日に当該弁の手動増締めを実施した。その際，ハンドホイールシャフト

（手動操作ハンドル軸部）を折損させた。

設備所管GMはRHR系は，経済産業省告示３２７号に定める「安全上重要な機器等」に該当
すると認識はあったものの，

• ６号機は原子炉内に燃料がなく，原子炉への注水機能の要求がないこと

• ＲＨＲの使用済燃料プール水の冷却運転は当該電動弁を「全閉状態」で使用するため運
転は可能であること

• 現状の６号機の状態では，実施計画における運転上の制限に要求がないこと

に加え，RHR系の機能の一つである「燃料プール水の補給機能」を満足しないことの認識が
足りていなかったことから，安全上重要な機器等の故障とは考えず，機器の故障と判断し不
適合処理を行うこととした。

本事象の不適合処理票を確認していたパフォーマンス向上会議※1事務局が，当該電動弁のハ
ンドホイールシャフトの折損は「安全上重要な機器等」の故障に該当する可能性があること
考え，設備所管Gの担当者にその旨を相談した。

その後，本社を含めたトラブル調査検討会※2において，事実確認をした結果，本事象は，東
京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する
規則第１８条４号における「安全上重要な機器等の点検を行った場合において，発電用原子
炉施設の安全を確保するために必要な機能を有していないと認められたとき。」に該当する
と判断した。

※１：不適合の管理方針を公正な立場で決定するとともに不適合処置，是正処置及び予防処置を確実に実施するために指
導助言を行う会議体をいう。

※２：福島第一原子力発電所で発生したトラブル等に対する対応方法，原因調査及び対策立案に
ついて，発電所大での検討が必要と判断された場合に設置する会議体をいう。



10月17日：当直の依頼により，直営にて１回目の増し締めを実施（シート
リーク継続）

11月19日 14時30分頃：２回目の増し締めを実施

11月19日 15時頃：ハンドホイールシャフト折損

11月19日 17時頃：設備所管グループ内情報共有
炉内に燃料がないことから，原子炉への注水機能

の要求がない。また，燃料プー ルの冷却が可能

であるため，シャフト折損事象の不適合にて対応

を行うこととした。

11月25日11時頃：パフォーマンス向上会議事務局より問い合わせ有り
安全上重要な機器等の故障に該当する可能性が

あるのではないかと確認を受けた。

11月25日17時30分：トラブル調査検討会において，関係各所と情報共有

11月26日15時00分：事故故障報告対象と判断

２．２ 時系列
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２．３ 折損箇所詳細
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：ハンドホイールシャフト

折損箇所

弁外形図
弁駆動部詳細図
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RHR
ポンプB

RHR
ポンプA

RHR
ポンプC

使用済燃料プールスキマー
サージタンク

MUWより

当該弁

MO

MO

MO

MO

※RHR A系は海水ポンプが点検中のため，運転には
RHR B系海水ポンプとのタイラインを使用する。

圧力抑制室

２．４ 系統概要図

使用済燃料プールの冷却
RHR(A)※及び(B)にて冷却が可能

使用済燃料プールへの補給
RHR(A)※にて補給が可能



推定原因

□繰り返し増し締めを実施した際に，過大な力がシャフトに加
わり，折損したことが考えられることから，今後詳細調査を
実施する。

今後の対応

□原因調査

今後，折損したハンドホイールシャフト部材（ハンドル側）
の破面観察による原因調査を行う。

□駆動部の点検及び，当該シャフトの交換

駆動部について点検準備を進めている。

ハンドホイールシャフトの準備及び交換体制が整い次第交換
を行う。

２．５ 推定原因と今後の対応

27


